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補習校には、我が子を通わせた時から、私自身補習校の教師と

なって 10 年以上、合計 25 年近く関わっていますが、保護者時代

も、今も、ただただ目の前の課題に取り組んで必死になっていま

した。特に教師となってからは、保護者時代の反省、教師となっ

てからは毎年の授業において、成功不成功を生かし、改善を重ね

てきました。しかし常に、『これででいいのかな という不安を抱い

て、自分の授業に自信を持ちきでないままでいました。 



 ある時、世界中の補習校の先生方が知恵や工夫を出し合いなが

ら、助け合い、学び合う AG+の素晴らしい勉強会があると知り、参

加するようになりました。 

そんな中、研究会が始まるれとを知り、卒業して行った生徒た

ちにとって、私から受けた授業は何らかの役に立ったのだろうか

という問いを持ち続けていた私は、OBOG 部会の研究に携わるれと

にしました。卒業生たちが当時を振り返った時、こあのれろ、れん

なれとをもっと教えて欲しかったんだよね という願いがあるの

ならば、彼らに聞くれとで、現地校に通いながら、挫けそうにな

りつつも頑張っている現役の生徒たちに、より良いアプローチ方

法のヒントをもらえるのではないだろうかと思ったからです。 



 研究の一環でヨーロッパ各地の補習校の卒業生にインタビュー

を行いました。月並みな言い方になってはしまいますが、彼らの

話を聞きながら、結局、より良いアプローチの正解は、その時の

生徒たちや、取り巻く環境によってどんどん変動していく、とい

うのが、今日の私が感じている答です。 

 インタビューで OBOG たちが口を揃えて言っていた、 

こ現地校との両立は大変だったけでど、やはり続けてよかった！  

という言葉を思いつつ、少しでも目の前の生徒たちが必要とする

何かが身につくように地道に繰り返す。『これででいいのかな を問

い続けながら、そんな授業をしていれうと、今年度も気持ちを新

たにしています。 



 自分の補習校での取り組み方を、見つめ直す機会を与えていた

だき、本当に感謝しています。 
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